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大分県看護連盟会員数
◆連盟会員 2,508名

＊特別会員含む

◆賛助会員 35名
◆学生会員 1名
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大分県看護連盟 会長

寺沢　操

会員の皆様には日頃より連盟活動に深いご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。
令和８年熊本地震におきまして、被災されました皆様に心よりお見舞い申し上げます。

被災地の一日も早い復旧・復興と、皆様の安全・健康を心よりお祈り申し上げます。
大分県看護連盟は６月28日に通常総会を無事に終了し、令和8年度も本格的に活動しており

ます。
政策実現力の強化、組織力の強化・拡大、会員の福祉の充実に向けて研修会の開催、情報

提供・共有等を行いながら皆様と共に活動してまいりたいと思います。
さて、次期参議院選挙の組織内候補予定者に友納りお参議院議員が決定いたしました。

私たち看護職の要望を実現していくためには国政に看護職の代表が絶対に必要です。
看護政策の実現・前進に向け国政の場でしっかりとご活躍頂く必要があります。
看護職の課題は看護職が行動し解決する。
是非「現場の声をあげてください。現場の声を国政・県政に届けましょう」
看護連盟は今後も引き続き、看護協会としっかりと連携を取りながら、協働して現場の

課題解決に向けて活動してまいります。会員の皆様には引き続きご支援ご協力を宜しくお
願いいたします。

友納理緒環境省政務官室

大分県看護連盟の皆さま、こんにちは。
日頃より医療の最前線でご尽力いただいておりますことに、心

より敬意と感謝を申し上げます。
厚生労働省では現在、2040年を見据えた看護職員の養成・確

保の在り方に関する検討会が始まりました。少子高齢化が進む中、
人材確保や、働き続けられる職場環境の整備、専門性の向上は喫
緊の課題です。また、災害対応や超高齢社会の進展に伴う在宅医療・介護ニーズの増加など、看
護職の役割はますます重要になっています。

皆さまが安心して力を発揮できる環境整備にしっかり取り組むとともに、産後ケアを中心とした
妊産婦のメンタルヘルス支援や、若者支援に取り組む議員連盟の立ち上げなど、誰もが安心して暮
らせる社会づくりを進めています。

これからも現場の声を大切に、皆さまのお力になれるよう全力で取り組んでまいります。

参議院議員

友納　りお

日本看護連盟 会長

髙原　静子

大分県看護連盟の皆様、日々の看護業務ならびに連盟活動への多大なるご尽力に、心より敬意
と感謝を申し上げます。

現在、我が国の医療・介護の現場は、少子超高齢社会の進行や多様化するニーズによる地域包
括ケアシステムの深化やDX化など、大きな変換機を迎えています。医療提供体制が大きく変化する
中、看護職が直面する課題も多様化しています。その中で、地域住民の生命と健康を守る看護職の
役割はますます重要となっています。

今こそ、現場で懸命に職務に当たる皆様が「政治」に目を向ける必要があります。人員体制や処
遇の課題は、現場の努力だけでなく政治の力がなければ解決できません。これからも、課題解決に
向け、現場の切実な声を政治の場へしっかりと届け、具体的な政策実現に全力で取り組んでまいり
ます。そのためには、各都道府県連盟との結束が不可欠です。今後とも、看護の明るい未来を共に
切り拓くため、さらなるご協力をお願いいたします。

大分県看護協会 会長

玉井　保子

日頃より、看護職の職能発展と政策推進にご尽力いただいております会員の皆様に、心よ
り感謝申し上げます。

今後ますます看護職の確保が困難となる中、限られた資源の中で、看護職が専門性を十分
に発揮できる医療・看護提供体制の構築が重要です。厚生労働省では今年度、「2040年に向け
た看護職の養成・確保の在り方に関する検討会」が始まり、私も構成員として議論に参画し
ております。

また、国・県への予算要望として、人材確保・定着に向けた処遇改善や勤務環境整備、特
定行為研修看護師の育成・活用、看護管理者の養成、災害支援ナースの確保・派遣体制への
支援をお願いしました。

2040年を見据え、看護を取り巻く環境は大きく変わろうとしています。看護協会と看護連
盟が連携し、看護職の未来と県民の健康を守るため、力を結集してまいりましょう。今後と
もご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

衆議院議員

あべ　俊子

熊本地震、また千葉県豪雨により被災された皆さまに、心からお見舞い申し上げます。ご
自身も被災される中、地域の方々に寄り添い、支えてくださる看護職の皆さまに、心から感
謝申し上げます。

先日の日本看護連盟総会、大変お疲れさまでした。
私は現在、自民党「孤独・孤立対策特命委員会」委員長を拝命し、内密出産や子どもの自

殺対策に取り組んでいます。熊本県の慈恵病院への視察やヒアリングを重ね、提言が骨太の
方針にも盛り込まれました。これも日々現場で尽力されている皆さまのお力があってこそと、
深く感謝しております。

また、津山市の事務所を閉鎖し、岡山市内に新たに連絡所を設けました。今後も月に１、2
回は岡山を訪れ、これまでお世話になった皆さまとのご縁を大切にしてまいります。引き続
き、ご指導、ご支援をよろしくお願い申し上げます。

参議院議員

石田　昌宏

日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとうございます。
看護問題対策議員連盟を開催しました。各看護団体から要望が

あり、特に日本看護連盟・協会から、離島・へき地の看護活動や養成
課程、医療提供体制等について要望がありました。これを踏まえ、過
疎地域の医療提供体制確保に向けた看護職員の活用や、地方での
人材確保に向けたプロジェクトチームが議連内に設置されました。

また、看護学校では受験者数の減少が続き、地域によっては新人看護師の確保が難しく、看護職員
の地域偏在が課題となっています。厚生労働委員会でこの課題を取り上げ、看護職員の養成・確保の
あり方について抜本的な検討を訴えました。その結果、「2040年に向けた看護職員の養成確保のあり
方に関する検討会」が設置され、今年度内の取りまとめに向けた議論が進んでいます。

看護職員が安定的に確保され、その力を十分に発揮できる環境整備に向け、引き続き尽力してまい
ります。

看護問題対策議員連盟総会を開催

衆議院議員

たかがい　恵美子

大分県看護連盟の皆様におかれましては、ますますご健勝のこ
ととお慶び申し上げます。平素より、国民の健康と福祉の向上、そ
して看護職の発展のため、日 ご々尽力いただいておりますことに、
心より感謝を申し上げます。

このたびの熊本地震により、尊い命を失われた方々に謹んで哀
悼の意を表しますとともに、被災されたすべての皆様に心よりお見
舞い申し上げます。被災地では今なお、多くの看護職の皆様が厳しい環境の中で懸命に活動を続
けておられます。その献身的なご尽力に深く敬意を表するとともに、一日も早い復旧・復興を心より
お祈り申し上げます。

政府においては、７月に経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）が閣議決定され、責任あ
る積極財政をはじめ、社会保障分野における今後の方向性が示されました。こうした中、国民が安
心して必要な医療を受けられる体制の充実と、医療現場を担う看護職の皆様が安心して働き続け
られる環境づくりは、ますます重要となっています。私も、現場の声を国政にしっかりと届け、皆様
の活動を後押しできる政策の実現に向け、全力で取り組んでまいります。

総理訪問
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日　時：2026年６月28日（日）10：00～12：30
会　場：大分県看護研修会館（3F）「大研修室」
参加数：2,253名（役員11名、会員115名、委任状2,127名）

日　時：2026年７月29日（水）13：00～15：30
会　場：東京プリンスホテル（2F）「鳳凰の間」
出席者：706名（代議員453名、一般会員199名、他看護連盟役員・会長等）
　　　　※大分県からは10名（会長、代議員９名）

2025年度 大分県の看護を考える会

2026年度 大分県看護連盟 役員・支部役員のご紹介

日　時：2026年２月27日（金）13：00～15：00　
会　場：大分県看護研修会館（２F）｢第１研修室」
出席者：33名（県議会議員 15名、看護協会 ２名、看護連盟 16名）
テーマ：『大分県の医療体制を維持するために特定行為研修受講の推進』

ご来賓

総会

退任支部長・新任支部長のあいさつ

開会式にて寺沢会長のあいさつ

議長団

2026年度 会員表彰

代表者 小関良子氏受賞者

「第28回参議院議員選挙組織内候補予定者」に
友納理緒議員が決定！

三浦看議連会長連盟会長 阿部県連会長

役　員 12地区支部
役　職 氏　名 支　部 支部長 幹事長

会 長

第 １ 副 会 長

第 ２ 副 会 長

幹 事 長

幹 　 　 事

幹 　 　 事

幹 　 　 事

幹 　 　 事

幹 　 　 事

監 　 　 事

監 　 　 事

顧 　 　 問

寺 沢 　 　 操

姫 嶋 　 洋 子

東 　 　 美 幸

芝 尾 與 志 美

赤 星 　 秀 子

北 谷 　 玲 子

羽 明 　 輝 史

三 ヶ 尻 明 美

新 名 利 恵 子

藤 川 　 桂 子

片 桐 　 光 代

安 東 　 和 代

池 田 　 文 惠

稲 田 　 志 信

後 藤 典 希 子

生 野 　 秀 子

神 取 美 恵 子

安 藤 　 絹 枝

山 本 　 博 美

辻 　 　 珠 美

末 廣 千 恵 美

佐 藤 　 美 香

井 上 　 美 鈴

佐 藤 た み 子

甲 斐 江 理 子

北 條 眞 理 江

中 西 　 美 子

野 上 　 陽 子

新 名 利 恵 子

野 川 　 敦 子

木 部 眞 里 子

犬 丸 　 美 紀

豊 福 　 美 香

御手洗さゆり

開 沼 美 由 紀

河 野 　 伸 子

国東・杵築・日出地区支部

別府地区支部

大分北部地区支部

大分北部第２地区支部

大分南部地区支部

大分南部第２地区支部

竹田・豊後大野地区支部

豊後高田・宇佐・中津地区支部

玖珠・日田地区支部

臼津・佐伯地区支部

由布地区支部

OB会支部

新任支部長　どうぞよろしくお願いします

末廣千恵美 佐藤　美香

退任支部長　大変お世話になりました

川津　淳子 木許　ミチ

開会にあたり、玉井保子看護協会長、佐藤樹一郎県知事、岩屋毅衆議院議員、
衛藤博昭衆議院議員、白坂亜紀衆議院議員、古庄玄知参議院議員、阿部英仁県連
会長、三浦正臣看議連会長よりご祝辞をいただいた。ほか県議会議員・市議会議員、
関係団体代表者、名誉会員等、あわせて27名の来賓にご臨席いただいた。また、
看護職国会議員４名よりビデオメッセージが届いた。

議長団に国東市民病院山口榮子氏、大分赤十字病院粟
飯原正晴氏が選任された。2025年度の報告事項はすべ
て承認、大分県看護連盟規約改正、2026年度事業計画、
収支計画、選挙対策、役員改選の案はすべて承認された。

髙原連盟会長の挨拶では、最初に熊本地震で被災された方へのお見舞
いの言葉を述べられた。看護職の組織代表を国政に送り出し現場の切実
な声を政治へと届け、制度改革を行う必要性。「政治の力で、理想の看護
ができる環境を創る」「看護の未来は、私たちで創る」誰もが主役となっ
て未来を切り拓ける組織としましょうと話された。

議長団選出後、10項目の報告事項があり、審議事項の日本看護連盟規
約改正については顧問の任期は１年とすることが決定した。

また、「第28回参議院議員選挙組織内候補予定者」については友納理緒
氏が賛成多数で決定した。 別府地区支部　稲田志信

大分県から
10名参加

テーマ◆｢大分県の特定行為研修の現状と課題」
講　師◆大分県看護協会　会長　玉井　保子

テーマ◆｢在宅・慢性期領域を担う研修機関としての
課題や新たな取り組み」

講　師◆大分岡病院　看護副部長　阿部　昭子

講　演

議員からは「NPの活動状況・処遇・看護の領域について、ま
た、地域偏在や経営面からも看護職の確保について考えても
らいたい」等の多くの質問や意見が出された。

意見交換

意見交換会では各地区支部長が活動状況と課題について報告し、地元県議会議員との情報共有ができた。最後に、県連会長より「各地域の
実態を教えてもらった。大分市と地方では格差がある。看護連盟の要望であればいつでも相談していただきたい。」と力強い言葉をいただいた。

①看護の社会的評価を高める
②看護現場の現状と課題に対する理解を深め、県政での政策・予算等につなげる
③大分県における医療・介護提供体制の改革に向け議員と連携、協働できる体制づくり

《
目
的
》

連盟活動に長年
貢献された会員歴
20年以上の28名
に大分県看護連盟
会員表彰を行い、
感謝状と記念品を
贈呈した。
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日　時：2026年６月28日（日）10：00～12：30
会　場：大分県看護研修会館（3F）「大研修室」
参加数：2,253名（役員11名、会員115名、委任状2,127名）

日　時：2026年７月29日（水）13：00～15：30
会　場：東京プリンスホテル（2F）「鳳凰の間」
出席者：706名（代議員453名、一般会員199名、他看護連盟役員・会長等）
　　　　※大分県からは10名（会長、代議員９名）

2025年度 大分県の看護を考える会

2026年度 大分県看護連盟 役員・支部役員のご紹介

日　時：2026年２月27日（金）13：00～15：00　
会　場：大分県看護研修会館（２F）｢第１研修室」
出席者：33名（県議会議員 15名、看護協会 ２名、看護連盟 16名）
テーマ：『大分県の医療体制を維持するために特定行為研修受講の推進』

ご来賓

総会

退任支部長・新任支部長のあいさつ

開会式にて寺沢会長のあいさつ

議長団

2026年度 会員表彰

代表者 小関良子氏受賞者

「第28回参議院議員選挙組織内候補予定者」に
友納理緒議員が決定！

三浦看議連会長連盟会長 阿部県連会長

役　員 12地区支部
役　職 氏　名 支　部 支部長 幹事長

会 長

第 １ 副 会 長

第 ２ 副 会 長

幹 事 長

幹 　 　 事

幹 　 　 事

幹 　 　 事

幹 　 　 事

幹 　 　 事

監 　 　 事

監 　 　 事

顧 　 　 問

寺 沢 　 　 操

姫 嶋 　 洋 子

東 　 　 美 幸

芝 尾 與 志 美

赤 星 　 秀 子

北 谷 　 玲 子

羽 明 　 輝 史

三 ヶ 尻 明 美

新 名 利 恵 子

藤 川 　 桂 子

片 桐 　 光 代

安 東 　 和 代

池 田 　 文 惠

稲 田 　 志 信

後 藤 典 希 子

生 野 　 秀 子

神 取 美 恵 子

安 藤 　 絹 枝

山 本 　 博 美

辻 　 　 珠 美

末 廣 千 恵 美

佐 藤 　 美 香

井 上 　 美 鈴

佐 藤 た み 子

甲 斐 江 理 子

北 條 眞 理 江

中 西 　 美 子

野 上 　 陽 子

新 名 利 恵 子

野 川 　 敦 子

木 部 眞 里 子

犬 丸 　 美 紀

豊 福 　 美 香

御手洗さゆり

開 沼 美 由 紀

河 野 　 伸 子

国東・杵築・日出地区支部

別府地区支部

大分北部地区支部

大分北部第２地区支部

大分南部地区支部

大分南部第２地区支部

竹田・豊後大野地区支部

豊後高田・宇佐・中津地区支部

玖珠・日田地区支部

臼津・佐伯地区支部

由布地区支部

OB会支部

新任支部長　どうぞよろしくお願いします

末廣千恵美 佐藤　美香

退任支部長　大変お世話になりました

川津　淳子 木許　ミチ

開会にあたり、玉井保子看護協会長、佐藤樹一郎県知事、岩屋毅衆議院議員、
衛藤博昭衆議院議員、白坂亜紀衆議院議員、古庄玄知参議院議員、阿部英仁県連
会長、三浦正臣看議連会長よりご祝辞をいただいた。ほか県議会議員・市議会議員、
関係団体代表者、名誉会員等、あわせて27名の来賓にご臨席いただいた。また、
看護職国会議員４名よりビデオメッセージが届いた。

議長団に国東市民病院山口榮子氏、大分赤十字病院粟
飯原正晴氏が選任された。2025年度の報告事項はすべ
て承認、大分県看護連盟規約改正、2026年度事業計画、
収支計画、選挙対策、役員改選の案はすべて承認された。

髙原連盟会長の挨拶では、最初に熊本地震で被災された方へのお見舞
いの言葉を述べられた。看護職の組織代表を国政に送り出し現場の切実
な声を政治へと届け、制度改革を行う必要性。「政治の力で、理想の看護
ができる環境を創る」「看護の未来は、私たちで創る」誰もが主役となっ
て未来を切り拓ける組織としましょうと話された。

議長団選出後、10項目の報告事項があり、審議事項の日本看護連盟規
約改正については顧問の任期は１年とすることが決定した。

また、「第28回参議院議員選挙組織内候補予定者」については友納理緒
氏が賛成多数で決定した。 別府地区支部　稲田志信

大分県から
10名参加

テーマ◆｢大分県の特定行為研修の現状と課題」
講　師◆大分県看護協会　会長　玉井　保子

テーマ◆｢在宅・慢性期領域を担う研修機関としての
課題や新たな取り組み」

講　師◆大分岡病院　看護副部長　阿部　昭子

講　演

議員からは「NPの活動状況・処遇・看護の領域について、ま
た、地域偏在や経営面からも看護職の確保について考えても
らいたい」等の多くの質問や意見が出された。

意見交換

意見交換会では各地区支部長が活動状況と課題について報告し、地元県議会議員との情報共有ができた。最後に、県連会長より「各地域の
実態を教えてもらった。大分市と地方では格差がある。看護連盟の要望であればいつでも相談していただきたい。」と力強い言葉をいただいた。

①看護の社会的評価を高める
②看護現場の現状と課題に対する理解を深め、県政での政策・予算等につなげる
③大分県における医療・介護提供体制の改革に向け議員と連携、協働できる体制づくり

《
目
的
》

連盟活動に長年
貢献された会員歴
20年以上の28名
に大分県看護連盟
会員表彰を行い、
感謝状と記念品を
贈呈した。

54

2026年度 大分県看護連盟通常総会

2026年度 日本看護連盟通常総会



出前ポリナビ

日　時：2026年２月21日（土）13：30～16：00　
方　法：オンライン開催（Zoom）
参加者：182名（大分県より2名参加）

2025年度 
第２回 青年部ブロックミーティング

日　時：2026年３月21日（土） 13：00～15：00
会　場：J:COM ホルトホール大分（２F）会議室201・202
出席者：112名（役員等 19名、青年部 ９名 含む）

2025年度 会員研修会

日　時：2026年８月１日（土） 10：00～12：00
会　場：大分県看護研修会館（3Ｆ）「第４研修室」
出席者：31名（支部長 10名、支部幹事長 10名、支部幹事 ６名、役員 ５名）

2026年度 支部長・幹事長・幹事合同研修会

・今回のテーマはまさに今、困っている内容でとても関心があった。講師は看護師であり弁護士でもあることから具体的な話を聞くこと
ができ、現場での対策・対応に役立つ内容で多くのことを学ぶことができた。

・カスタマーハラスメントについては、病院等で既にマニュアルができている施設もあるが、法律に則したマニュアル作成が重要である
ことを再確認できた。

研修会 報告 青年部Nurse-ful委員会の活動報告

テーマ◆「医療機関におけるハラスメント」
～カスタマーハラスメント対策～

講　師◆参議院議員　友納　理緒 先生

テーマ◆「大分県看護連盟支部活動の現状と課題」

発表１◆「看護連盟支部活動について」 大分県看護連盟　会　長　寺沢　操
発表２◆「支部活動の現状」　　　　 大分南部地区支部　支部長　神取　美恵子

グループワーク　
テーマ◆「支部活動の在り方」
意　見・研修会開催や入会促進において、時間確保やハラスメントに注意が必要。

・活動にあたり、施設代表者の協力が絶対に必要であり、まず連盟活動を理解し
てもらうことが重要。

日　時：2026年７月25日（土） 10：00～12：00
会　場：大分県看護研修会館（２Ｆ）「第１研修室」
出席者：81名（看護協会役員 ５名、看護連盟役員等 19名 含む）

2026年度 大分県看護連盟・看護協会合同研修会

テーマ◆「医療現場におけるDXの活用」
講　師◆　川崎重工業株式会社 

本社　社長直轄プロジェクト本部 
ヘルスケア事業推進部　戦略課
　　　　　    　伊藤　直人　先生

2026年度青年部Nurse-ful委員の紹介
国東・杵築・日出地区支部

国東市民病院
南松祥子

大分北部第２地区支部

大分赤十字病院
粟飯原正晴

大分南部地区支部

アルメイダ病院
清田遼平

大分南部第２地区支部

大分県立病院
谷口由美

杵築市立
山香病院
利光貴紀

別府地区支部

中村病院
三上みゆき

訪問看護
ステーション
オリナス
原 光明

大分北部地区支部
あべ胃腸病
内視鏡
クリニック
佐藤みなみ

永冨脳神経
外科病院
竹尾麻希

玖珠・日田地区支部

済生会
日田病院
穴井光太

済生会
日田病院
木下麻衣

臼津・佐伯地区支部

南海医療
センター
小川翔大

西田病院
栁井悠希

由布地区支部

湯布院病院
合田健二

大分大学医学部
附属病院
飯田裕也

竹田・豊後大野地区支部

豊後大野
市民病院
釘宮佳代

大久保病院
竹下菜穂

豊後高田・宇佐・中津地区支部

村上記念病院
平山梨乃

宇佐高田
医師会病院
小田原宣恵アンケートより

今回、「看護連盟と看護協会の連携」についてグループワークをしました。その結果、看護協会は政策を提言し、看護連盟が政治活動を行って
いる連携を改めて考える良い機会となりました。自組織の職員にも発信していきます。

講演では、ワンストップソリューションに大変感銘を受けました。特に、ロケーターを活用した職員の動線の可視化は、看護サービスのような
無形で再現性の低い業務を客観的に分析できる点で非常に興味深いです。

当院では、様々なDX機器の導入とともに、独自の看護提供方式を構築し、その効果を歩数、ナースコール数、身体的拘束率、時間外勤務等の指
標で評価します。より研究された技術を活用できれば、さらに詳細なアウトカムデータが得られ、業務改善や研究に展開できると感じました。

杵築市立山香病院看護部長　大石　由香参加して

看護連盟地区支部の支部長・幹事長・幹事としての役割、具体的活動についての説明、活発に活動している支部活動状況の実際についての発表
があった。各支部の現状や活動状況を振り返り、課題の抽出、今後の活動の在り方について検討、情報共有できた。

研修会を終えて

グループワーク
テーマ：「看護協会と看護連盟の連携」

学校名
別府溝部学園高等学校
大分東明高等学校
藤華医療技術専門学校

２月18日（水）10：30～12：00
２月26日（木）11：00～12：00
２月27日（金）14：00～14：15

31名
40名
30名

開催日時 出席者数（学生）
講義：テーマ「知ってもらおう！看護と政治」
　　　　　　　 ～看護連盟の役割について～
　　　講　師　青年部Nurse-ful委員
グループワーク：テーマ「看護と私たちの働く環境について」

学生アンケートより
・先輩看護師の方と話せる機会が少ないので、聞いてみたい

ことが聞けて良かった。
・現役の方の話は将来のことが想像しやすくわかりやすかった。
・一年目の心構えができ、皆と頑張っていきたいと思った。
・給料や実際の病棟の様子等を聞けて不安が軽減した。
・科ごとの特徴や異動のタイミングなどが聞けたので働く現

場で活かしたい。
・女性としての子育てと仕事の両立について知ることができた。

青年部Nurse-ful委員より
・これから看護職として社会に出る看護学生からは「給

与や実際の病棟の様子、働く上で気になること、たい
せつなこと等」様々な質問があり答えることができた。

・看護連盟の説明内容が難しい所もあったと思うが、熱
心に受講してくれ嬉しかった。「看護連盟って大事な
んですね」という言葉も聞かれ、やる気に繋がった。

・学生はSNSに興味を持っているのでSNSの活用も効果
的だと思った。

プログラム

テーマ◆「青年部支部化、そしてその先へ
　　　　　　～青年部のエンパワメントを共創する～」
内　容◆「青年部支部化、そしてその先へ」
　　　　　　日本看護連盟　青年部担当幹事　遠藤　圭介
　　　　「青年部支部化によってできること」
　　　　　栃木県看護連盟　青年部副支部長　石岡　稜梧
グループワーク◆
１ 自県における会員確保に向けた青年部活動の好事例の共有
２ 青年部支部としてのこれからの活動について

「支部化はあくまで手段であり看護の未来をどう変えていくか主体
的な視点が重要である」ことを再認識した。会員確保では、若手の関
心に寄り添った企画を入口にすることで、心理的距離を近づける工
夫が共有された。成功事例を参考に、自ら考え行動する組織へ進化
していく必要があると強く感じた。 青年部Nurse-ful委員　清田　遼平

日　時：2026年７月29日（水）９：30～12：00　
会　場：東京プリンスホテル（２F）「マグノリアホール」
方　法：ハイブリッド
参加者：136名（日本看護連盟役員・青年部活性化委員・
　　　　青年部代表者・聴講者）大分県より１名参加

2026年度 日本看護連盟
全国青年部代表者ミーティング

テーマ◆「NEXT NURSING LEADERS 
　　　　　　～未来への次の一手は、私たちから～」

全国の代表者との交流を通
じて多くの刺激を受けまし
た。大空幸星衆議院議員の
講演から、孤独・孤立は誰に
でも起こりうる問題であり、
看護職には小さな変化に気
づき支援につなぐ役割があると実感しました。グループワークでは活
動の原点を振り返り、今後は若手看護職の声を拾い、活動や政策提
言へつなげるとともに、SNSを活用し青年部を身近で参加しやすい
存在として発信していきたい。 青年部Nurse-ful委員長　飯田　裕也

特別講演

特別講演

協会会長連盟会長

目的 看護管理者が看護協会と
看護連盟の役割を共通理
解し連携・協働ができる
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出前ポリナビ

日　時：2026年２月21日（土）13：30～16：00　
方　法：オンライン開催（Zoom）
参加者：182名（大分県より2名参加）

2025年度 
第２回 青年部ブロックミーティング

日　時：2026年３月21日（土） 13：00～15：00
会　場：J:COM ホルトホール大分（２F）会議室201・202
出席者：112名（役員等 19名、青年部 ９名 含む）

2025年度 会員研修会

日　時：2026年８月１日（土） 10：00～12：00
会　場：大分県看護研修会館（3Ｆ）「第４研修室」
出席者：31名（支部長 10名、支部幹事長 10名、支部幹事 ６名、役員 ５名）

2026年度 支部長・幹事長・幹事合同研修会

・今回のテーマはまさに今、困っている内容でとても関心があった。講師は看護師であり弁護士でもあることから具体的な話を聞くこと
ができ、現場での対策・対応に役立つ内容で多くのことを学ぶことができた。

・カスタマーハラスメントについては、病院等で既にマニュアルができている施設もあるが、法律に則したマニュアル作成が重要である
ことを再確認できた。

研修会 報告 青年部Nurse-ful委員会の活動報告

テーマ◆「医療機関におけるハラスメント」
～カスタマーハラスメント対策～

講　師◆参議院議員　友納　理緒 先生

テーマ◆「大分県看護連盟支部活動の現状と課題」

発表１◆「看護連盟支部活動について」 大分県看護連盟　会　長　寺沢　操
発表２◆「支部活動の現状」　　　　 大分南部地区支部　支部長　神取　美恵子

グループワーク　
テーマ◆「支部活動の在り方」
意　見・研修会開催や入会促進において、時間確保やハラスメントに注意が必要。

・活動にあたり、施設代表者の協力が絶対に必要であり、まず連盟活動を理解し
てもらうことが重要。

日　時：2026年７月25日（土） 10：00～12：00
会　場：大分県看護研修会館（２Ｆ）「第１研修室」
出席者：81名（看護協会役員 ５名、看護連盟役員等 19名 含む）

2026年度 大分県看護連盟・看護協会合同研修会

テーマ◆「医療現場におけるDXの活用」
講　師◆　川崎重工業株式会社 

本社　社長直轄プロジェクト本部 
ヘルスケア事業推進部　戦略課
　　　　　    　伊藤　直人　先生

2026年度青年部Nurse-ful委員の紹介
国東・杵築・日出地区支部

国東市民病院
南松祥子

大分北部第２地区支部

大分赤十字病院
粟飯原正晴

大分南部地区支部

アルメイダ病院
清田遼平

大分南部第２地区支部

大分県立病院
谷口由美

杵築市立
山香病院
利光貴紀

別府地区支部

中村病院
三上みゆき

訪問看護
ステーション
オリナス
原 光明

大分北部地区支部
あべ胃腸病
内視鏡
クリニック
佐藤みなみ

永冨脳神経
外科病院
竹尾麻希

玖珠・日田地区支部

済生会
日田病院
穴井光太

済生会
日田病院
木下麻衣

臼津・佐伯地区支部

南海医療
センター
小川翔大

西田病院
栁井悠希

由布地区支部

湯布院病院
合田健二

大分大学医学部
附属病院
飯田裕也

竹田・豊後大野地区支部

豊後大野
市民病院
釘宮佳代

大久保病院
竹下菜穂

豊後高田・宇佐・中津地区支部

村上記念病院
平山梨乃

宇佐高田
医師会病院
小田原宣恵アンケートより

今回、「看護連盟と看護協会の連携」についてグループワークをしました。その結果、看護協会は政策を提言し、看護連盟が政治活動を行って
いる連携を改めて考える良い機会となりました。自組織の職員にも発信していきます。

講演では、ワンストップソリューションに大変感銘を受けました。特に、ロケーターを活用した職員の動線の可視化は、看護サービスのような
無形で再現性の低い業務を客観的に分析できる点で非常に興味深いです。

当院では、様々なDX機器の導入とともに、独自の看護提供方式を構築し、その効果を歩数、ナースコール数、身体的拘束率、時間外勤務等の指
標で評価します。より研究された技術を活用できれば、さらに詳細なアウトカムデータが得られ、業務改善や研究に展開できると感じました。

杵築市立山香病院看護部長　大石　由香参加して

看護連盟地区支部の支部長・幹事長・幹事としての役割、具体的活動についての説明、活発に活動している支部活動状況の実際についての発表
があった。各支部の現状や活動状況を振り返り、課題の抽出、今後の活動の在り方について検討、情報共有できた。

研修会を終えて

グループワーク
テーマ：「看護協会と看護連盟の連携」

学校名
別府溝部学園高等学校
大分東明高等学校
藤華医療技術専門学校

２月18日（水）10：30～12：00
２月26日（木）11：00～12：00
２月27日（金）14：00～14：15

31名
40名
30名

開催日時 出席者数（学生）
講義：テーマ「知ってもらおう！看護と政治」
　　　　　　　 ～看護連盟の役割について～
　　　講　師　青年部Nurse-ful委員
グループワーク：テーマ「看護と私たちの働く環境について」

学生アンケートより
・先輩看護師の方と話せる機会が少ないので、聞いてみたい

ことが聞けて良かった。
・現役の方の話は将来のことが想像しやすくわかりやすかった。
・一年目の心構えができ、皆と頑張っていきたいと思った。
・給料や実際の病棟の様子等を聞けて不安が軽減した。
・科ごとの特徴や異動のタイミングなどが聞けたので働く現

場で活かしたい。
・女性としての子育てと仕事の両立について知ることができた。

青年部Nurse-ful委員より
・これから看護職として社会に出る看護学生からは「給

与や実際の病棟の様子、働く上で気になること、たい
せつなこと等」様々な質問があり答えることができた。

・看護連盟の説明内容が難しい所もあったと思うが、熱
心に受講してくれ嬉しかった。「看護連盟って大事な
んですね」という言葉も聞かれ、やる気に繋がった。

・学生はSNSに興味を持っているのでSNSの活用も効果
的だと思った。

プログラム

テーマ◆「青年部支部化、そしてその先へ
　　　　　　～青年部のエンパワメントを共創する～」
内　容◆「青年部支部化、そしてその先へ」
　　　　　　日本看護連盟　青年部担当幹事　遠藤　圭介
　　　　「青年部支部化によってできること」
　　　　　栃木県看護連盟　青年部副支部長　石岡　稜梧
グループワーク◆
１ 自県における会員確保に向けた青年部活動の好事例の共有
２ 青年部支部としてのこれからの活動について

「支部化はあくまで手段であり看護の未来をどう変えていくか主体
的な視点が重要である」ことを再認識した。会員確保では、若手の関
心に寄り添った企画を入口にすることで、心理的距離を近づける工
夫が共有された。成功事例を参考に、自ら考え行動する組織へ進化
していく必要があると強く感じた。 青年部Nurse-ful委員　清田　遼平

日　時：2026年７月29日（水）９：30～12：00　
会　場：東京プリンスホテル（２F）「マグノリアホール」
方　法：ハイブリッド
参加者：136名（日本看護連盟役員・青年部活性化委員・
　　　　青年部代表者・聴講者）大分県より１名参加

2026年度 日本看護連盟
全国青年部代表者ミーティング

テーマ◆「NEXT NURSING LEADERS 
　　　　　　～未来への次の一手は、私たちから～」

全国の代表者との交流を通
じて多くの刺激を受けまし
た。大空幸星衆議院議員の
講演から、孤独・孤立は誰に
でも起こりうる問題であり、
看護職には小さな変化に気
づき支援につなぐ役割があると実感しました。グループワークでは活
動の原点を振り返り、今後は若手看護職の声を拾い、活動や政策提
言へつなげるとともに、SNSを活用し青年部を身近で参加しやすい
存在として発信していきたい。 青年部Nurse-ful委員長　飯田　裕也

特別講演

特別講演

協会会長連盟会長

目的 看護管理者が看護協会と
看護連盟の役割を共通理
解し連携・協働ができる
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日本看護協会の会員であれば、
だれでも自由に連盟会員になれます。

詳細はホームページをご覧ください

●発行所：大分県看護連盟　大分市豊饒二丁目７番１号 大分県看護研修会館内　TEL 097-574-7088　FAX 097-574-7517
●発行人：寺沢　操　●編集者：広報委員会　●印刷所：(有)中央印刷　TEL 097-532-3805

＊連盟主催の研修会はすべて無料
　で参加できます。
＊日本看護連盟機関誌｢アンフィニ」
　等の配布(施設または個人）
＊看護職国会議員の情報配信等…

大分県看護連盟からのお知らせ

日本看護連盟
「現場の声」

アンケート

8

研修会等
研修会等のスケジュール

リーダーセミナー

ポリナビ
ワークショップ
　in おおいた

2026年
12月１2日（土）
10：00～12：00

大分県看護研修会館
（3F）「大研修室」

大分県看護研修会館
（2F）「第１研修室」

＜特別講演＞
テーマ：「看護連盟の必要性と役割」
              ～「現場の声」を政策につなげる～
講　師：日本看護連盟 常任幹事 福田 淑江

日　　時 会　　場 内　　容

2027年
1月30日（土）
13：00～16：00

テーマ：「診療看護師の看護実践とキャリア形成」
講　師：訪問看護ステーション オリナス
　　       代表取締役／診療看護師（NP）原　 光明

大分県看護研修会館
（2F）「第１研修室」

2027年
2月20日（土）
10：00～12：00

＜特別講演＞
テーマ：「看護連盟の社会的存在意義と目指すもの」（仮）

講　師：日本看護連盟 常任幹事 福田 淑江
会員研修会

2026年度　
連盟会員を
募集しています！

連盟会員
年 会 費 7,500円 日本看護連盟　 5,000円

             ＋
大分県看護連盟 2,500円

賛助会員
（会費 １口1,000円）

学生会員
（会費無料）

も募集しています。

編集後記
令和８年熊本地震に被災された皆様、心よりお見舞い申し上げます。１日も早い復興をお祈りいたします。

表紙のホーバークラフトは国内では大分でしかお目にかかれない超高速船で大分空港を利用される方におすすめです。別府湾を
観光周遊するコースもあり船内の大きな窓から高崎山や別府市街地の景観を楽しむことができます。

今号より編集メンバーが２名交代し新戦力が加わりました。これからも会員の皆様に楽しみにしていただける広報誌の作成に努
めてまいります。ご意見ご感想を是非お聞かせください。お待ちしております。  （広報委員会一同）


